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第 １ 章 　 平 成 1 1  年 度 山 口 大 学 構 内 遺 跡 調 査 の 概 要

　 山 口 大 学 の 関 連 諸 施 設 は 、 山 口 市 （ 吉 田 ・ 白 石 構 内 ） 、 宇 部 市 （ 小 串 ・ 常 盤 構 内 ） 、 光 市 （ 光

構 内 ） の 県 内 各 市 に 分 散 し て い る 。 各 構 内 に は 、 縄 文 時 代 後 ・ 晩 期 か ら 江 戸 時 代 に か け て の

複 合 集 落 遺 跡 と し て 著 名 な 吉 田 構 内 を は じ め と し て 、 旧 石 器 時 代 の 遺 物 が 出 土 す る 小 串 構 内

な ど 、 周 知 の 遺 跡 が 埋 存 し て い る 。 山 口 大 学 埋 蔵 文 化 財 資 料 館 は 学 内 共 同 利 用 施 設 と し て 、

こ れ ら 各 構 内 に お い て 現 状 変 更 を 伴 う 諸 工 事 に 対 し 、 埋 蔵 文 化 財 保 護 の 立 場 か ら 調 査 ・ 研 究

を 行 っ て い る 。 埋 蔵 文 化 財 の 調 査 を 必 要 と す る 場 合 は 、 工 事 地 域 周 辺 で の 既 往 の 調 査 結 果 や

工 事 の 内 容 、 埋 蔵 文 化 財 に 対 す る 影 響 の 度 合 い な ど を 勘 案 し 、 埋 蔵 文 化 財 資 料 館 運 営 委 員 会

の 議 を 経 て 、 事 前 ・ 試 掘 ・ 立 会 の 三 種 の 方 法 に よ っ て 調 査 を 実 施 し て い る 。

平 成 1 1 年 度 は 事 前 調 査 １ 件 、  試 掘 調 査 １ 件 、  立 会 調 査 ７ 件 の 計 ９ 件 の 調 査 を 実 施 し  た 。

事 前 調 査 は 平 成 1 0 年 度 に 引 き 続 き 宇 部 市 域 土 地 区 画 整 理 事 業 （ 柳 ヶ 瀬 丸 河 内 線 ） に 伴 う 発

掘 調 査 を 、 宇 部 市 域 遺 跡 発 掘 調 査 団 を 調 査 主 体 と し て 、 宇 部 市 教 育 委 員 会 と 山 口 大 学 埋 蔵

文 化 財 資 料 館 が 合 同 で 実 施 し た 。 教 育 学 部 附 属 光 小 ・ 中 学 校 上 水 道 （ 給 水 管 ） 改 修 工 事 に

伴 う 立 会 調 査 に つ い て は 、 同 試 掘 調 査 と 合 わ せ て 報 告 す る 。

調 査
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面 積

（ ㎡ ）
調  査  期  間  調 査 担 当  挿  図  番  号

宇 部 市 土 地 区 画 整 理 事 業
（ 柳 ヶ 瀬 丸 河 内 線 ）

小 串 8 1 8 . 9
５ 月 2 6 日 〜
９ 月 1 3 日

村 田 ・ 金 子
F i g . 4 8
N o . 3 3

光 4 8 . 7
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F i g . 4 7
N o . 2 1 8

吉 田 2 2 2
F i g . 4 7
N o . 2 1 9

第 ２ 学 生 食 堂 北 西 擁 壁 新 設 工 事 吉 田 4 3 1 1 月 2 5 日  田 畑
F i g . 4 7
N o . 2 2 0

九 田 川 河 川 局 部 改 良 工 事

吉 田 Ｇ ・ Ｈ - 2 2 3 . 2  ３ 月 1 0 日  田 畑
F i g . 4 7
N o . 2 2 1
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T a b. １ 　 平 成 1 1 年 度 山 口 大 学 構 内 遺 跡 調 査 一 覧 表

第 １ 体 育 館 ・ 共 通 教 育 本 館 ス ロ ー プ
新 設 工 事

吉 田  Ｈ - 1 5 , Ｋ - 1 5 ・ 1 6 2 0 1 . 1
３ 月 2 2 ・ 2 3 ・

村 田
F i g . 4 7
N o . 2 2 2

基 幹 環 境 整 備 工 事 （ 外 灯 新 設 ） 吉 田
Ｉ - 1 2 , Ｋ ・ Ｌ - 1 8 , Ｌ - 1 5 ,
Ｍ ・ Ｎ - 1 7

4
３ 月 2 1 ・ 2 7 ・ F i g . 4 7

N o . 2 2 3

光 1 7 9 . 3
２ 月 ７ ・ 1 4 ・ 2 1 ・
３ 月 ３ 日

田 畑
F i g . 5 2
N o . 1 9

1 1 月 1 5 日 〜
1 2 月 1 0 日

田 畑

第 ２ 学 生 食 堂 増 築 そ の 他 に 伴 う 屋 外 電 力
線 路 施 設 整 備 工 事

Ｏ - 1 5 ・ 1 6 , Ｐ - 1 4 ５ 月 1 0 ～ 1 4 日

Ｎ ・ Ｏ - 1 4

サ ッ カ ー 場 南 側 防 球 ネ ッ ト 新 設 工 事

教 育 学 部 附 属 光 小 ・ 中 学 校
上 水 道 （ 給 水 管 ） 改 修 工 事

村 田 ・ 田 畑

村 田 ・ 田 畑

3 0 日

3 0 日
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吉 田 構 内 の 調 査 （ 本 部 、 人 文 ・ 教 育 ・ 経 済 ・ 理 ・ 農 の 各 学 部 ： 山 口 市 吉 田 1 6 7 7 - 1 、 教 育 学 部 附 属 養 護 学 校 ： 同

吉 田 3 0 0 3  所 在 ）

立 会 調 査 ６ 件 を 実 施 し た 。 第 ２ 学 生 食 堂 増 築 そ の 他 に 伴 う 屋 外 電 力 線 路 施 設 整 備 工 事 に

伴 う 立 会 調 査 で は 、 　 Ｃ 地 点 で 遺 物 包 含 層 と 遺 構 面 ２ 面 を 確 認 し 、  弥 生 土 器 、  古 代 の 土 師

器 、 須 恵 器 を 主 体 と す る 遺 物 が 出 土 し た 。 ま た 、 Ｄ 地 点 で は 河 川 埋 土 を 検 出 し 、 古 代 の 土 師 器

須 恵 器 が 出 土 し た 。 Ｃ ・ Ｄ 地 点 で 出 土 し た 古 代 の 須 恵 器 の 多 く は 第 ２ 学 生 食 堂 敷 地 で 出 土

し た 遺 物 と 様 相 が 近 似 し て い る 。 Ｃ 地 点

の 状 況 は 第 ２ 学 生 食 堂 敷 地 で 確 認 さ れ た

遺 構 ・ 遺 物 が さ ら に 東 側 に 展 開 し て い る

こ と を 示 し 、 Ｄ 地 点 の 遺 物 は 北 側 に 位 置

す る 第 ２ 学 生 食 堂 ・ 農 学 部 実 験 畑 か ら 廃

棄 さ れ た 可 能 性 が 高 い 。

そ の 他 の 立 会 調 査 で は 顕 著 な 遺 構 ・ 遺

物 は 検 出 で き な か っ た 。

白 石 構 内 の 調 査 （ 教 育 学 部 附 属 山 口 幼 稚 園 ：

山 口 市 白 石 三 丁 目 1 － 2 、 同 小 学 校 ： 白 石 三 丁 目 1 － 1 、 同

山 口 中 学 校 ： 白 石 一 丁 目 9 － 1 所 在 ）

当 該 地 で 掘 削 を 伴 う 開 発 等 工 事 は 計 画

さ れ な か っ た 。

小 串 構 内 の 調 査 （ 医 学 部 、 同 附 属 病 院 、 医 療 技

術 短 期 大 学 部 ： 宇 部 市 南 小 串 1 丁 目 １ − １ ）

事 前 調 査 １ 件 を 宇 部 市 教 育 委 員 会 と 埋

蔵 文 化 財 資 料 館 が 合 同 で 実 施 し た 。

宇 部 市 土 地 区 画 整 理 事 業 （ 柳 ヶ 瀬 丸 河

内 線 ） に 伴 う 事 前 調 査 で は 、 Ｇ ・ Ｈ の ト

レ ン チ を 設 定 し て 調 査 を 行 っ た 。 今 回 の

調 査 で は 、 水 田 化 以 前 の 二 次 堆 積 層 か ら

は ほ と ん ど 遺 物 が 出 土 せ ず 、 全 体 を 通 し

て も 古 代 以 前 の 出 土 遺 物 は 僅 少 で あ っ

た 。 遺 構 は 造 成 前 の 水 田 耕 作 に 伴 う も のFi g. １ 　 山 口 大 学 吉 田 ・  白 石 構 内 位 置 図  

白 石 キ ャ ン パ ス

吉 田 キ ャ ン パ ス
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で あ る 。 Ｇ ト レ ン チ は 医 学 部 構 内 遺 跡 で は 過 去 最 大 の 調 査 面 積 で あ り 、 用 水 路 １ 条 ・ 水 田 暗

渠 ２ 条 ・ 土 坑 ３ 基 を 検 出 し た 。 用 水 路 は 木 や 竹 で 補 強 さ れ て お り 、 堆 積 と 改 修 が 繰 り 返 さ れ

て い た が 、 掘 削 時 期 は 不 明 で あ る 。 ま た 、 用 水 路 の 両 側 に は 通 路 が あ り 、 北 側 の 一 部 で は 水 田

の 区 画 を 確 認 し た 。 用 水 路 の 境 に 水 田 面 の 高 さ が 異 な る こ と か ら 、 用 水 路 は 近 世 の 開 作 時 に

遡 る 地 割 を 反 映 し て い る 可 能 性 が あ る 。 水 田 床 土 （ 第 ３ ・ ４ 層 ） か ら は 図 化 し て い な い も

の を 含 め て 、1 8 世 紀 後 半 ～ 1 9 世 紀 の 陶 磁 器 類 が 多 数 出 土 し た 。 こ れ ら は 真 締 川 の 旧 河 口 が 耕

地 化 さ れ た 時 期 を 裏 付 け る も の で あ ろ う 。  平 成 1 0 年 度 か ら 開 始 し た 宇 部 市 土 地 区 画 整 理 事

業 に 伴 う 発 掘 調 査 は 終 了 し た が 、  今 回 の 調 査 で は 地 域 開 発 史 に 関 わ る 成 果 を 得 る こ と が で

き た 。

常 盤 構 内 の 調 査 （ 工 学 部 ： 宇 部 市 常 盤 台 2 丁 目 1 6 − 1 、 尾 山 宿 舎 ： 同 上 野 中 町 2 6 5 8 － 3 所 在 ）

当 該 地 で 掘 削 を 伴 う 開 発 等 工 事 は 計 画 さ れ な か っ た 。

光 構 内 の 調 査 （ 教 育 学 部 附 属 光 小 学 校 、 同 光 中 学 校 ： 光 市 室 積 ８ 丁 目 ４ 番 １ 号 所 在 ）

    試 掘 調 査 １ 件 ・ 立 会 調 査 １ 件 を 実 施 し た 。 教 育 学 部 附 属 光 小 ・ 中 学 校 上 水 道 （ 給 水 管 ）

改 修 工 事 に 伴 う 試 掘 調 査 で は Ａ ～ Ｇ ト レ ン チ を 設 定 し て 行 っ た 。 層 序 ・ 遺 構 に つ い て 時 期

別 に 述 べ る 。 調 査 の 結 果 、 Ｂ ト レ ン チ で は 第 ５ 層 か ら 土 師 器 片 が 少 量 出 土 し た 。 詳 細 な 時

期 は 不 明 で あ る が 、 同 層 は 古 墳 時 代 の 遺 物 包 含 層 と 考 え ら れ る 。 Ｃ ト レ ン チ で は 第 ６ 層 で

５ 世 紀 後 半 ～ ６ 世 紀 前 半 の 土 師 器 、 須 恵 器 、 韓 式 系 土 器 が 出 土 し た 。 ま た 、 第 ７ 層 上 面 で

ピ ッ ト ６ 基 を 検 出 し た 。 ピ ッ ト か ら の 出 土 遺 物 は 僅 少 で あ る が 、 第 ６ 層 出 土 遺 物 か ら ５ 世

Fi g. ２ 　 山 口 大 学 小 串 ・  常 盤 構 内 位 置 図  
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紀 後 半 ～ ６ 世 紀 前 半 と 考 え ら れ る 。 こ の

ほ か 、 Ｄ ト レ ン チ 第 ６ ～ 1 6  層 、 Ｅ ト レ

ン チ 第 1 1  層 も 古 墳 時 代 の 遺 物 包 含 層 で

あ る 可 能 性 が 高 い 。 Ｇ ト レ ン チ で は 古 墳

時 代 と 考 え ら れ る 不 明 遺 構 １ 基 ・ 土 坑 １

基 を 検 出 し た 。 ま た 、 第 1 1  層 か ら 縄 文

土 器 片 が 出 土 し た 。

　 Ｇ ト レ ン チ 第 ４ 層 か ら は 縄 文 土 器 片 、

古 墳 時 代 ・ 中 世 の 土 師 器 片 が 出 土 し 、 直

下 の 第 ５ 層 上 面 で 検 出 さ れ た P i t 1  は 中

世 の 遺 構 と 考 え ら れ る 。

　 Ｃ ト レ ン チ 第 ５ 層 は 1 8  ～ 1 9  世 紀 の 遺

物 包 含 層 で 、 第 ６ 層 上 面 で は 溝 １ 条 、 土 坑 １ 基 、 ピ ッ ト ５ 基 を 検 出 し た 。 こ の う ち S K 1  か

ら は 1 8  世 紀 前 半 ～ 後 半 の 磁 器 が 出 土 し た 。 こ れ ら の 遺 物 包 含 層 ・ 遺 構 は 安 永 年 間 に 設 置

さ れ た 室 積 会 所 に 関 連 す る 可 能 性 が 高 い 。 ま た 、 造 成 土 の 直 下 で 検 出 さ れ た Ａ ～ Ｄ ト レ ン

チ 第 ４ 層 ・ Ｇ ト レ ン チ 第 ３ 層 は 近 世 ～ 近 代 の 遺 物 包 含 層 で あ る 。 Ａ ト レ ン チ 第 ４ 層 は 近 代

の 遺 構 面 形 成 層 で 、 上 面 で 石 積 を 検 出 し た 。 出 土 遺 物 で 特 に 注 目 さ れ る の は 韓 式 系 土 器 で

あ る 。 こ れ ら は い ず れ も 軟 質 土 器 で 甕 ・ 鉢 ・ 竈 形 土 器 が あ る 。 こ の う ち 、 外 面 に 鳥 足 文 タ

タ キ を 施 す 竈 形 土 器 は 全 形 が う か が え る き わ め て 貴 重 な 事 例 で あ る 。

立 会 調 査 で は 、 光 構 内 で 初 と な る 近 世 ～ 近 代 の 埋 甕 を Ｈ 地 点 で 検 出 し た 。 Ｊ － 1 ・ 2  地

点 で は 古 墳 時 代 と 考 え ら れ る ピ ッ ト を ３ 基 検 出 し た 。 こ の ほ か 、 Ｉ ・ Ｋ 地 点 で 古 墳 時 代 の

遺 物 包 含 層 を 検 出 し た 。

　 以 上 の 平 成 1 1  年 度 調 査 の 報 告 に あ た り 、 既 刊 の 年 報 に 記 載 し た 各 構 内 調 査 区 位 置 図 、

平 面 図 、 調 査 面 積 、 出 土 遺 物 の 時 期 等 を 訂 正 し た 。

Fi g. ３ 　 山 口 大 学 光 構 内 位 置 図  

光 キ ャ ン パ ス


